
VSCodeで RemoteWSL拡張機能（Linux環境）を使うための初期設定（ Window10版 ） 

 

 

   今回は、VSCode で RemoteWSL 拡張機能を使うにあたって行う初期設定（Windows10 版）の実行

環境セットアップについてみていきます。 

 

1. 仮想化機能の有効化 

 

[コントロールパネル>> プログラム>> Windowsの機能の有効化または無効化] からWindows設定の

ウィンドウを開き、 

・Linux用Windowsサブシステム 

・仮想マシン プラットフォーム             の 2つにチェックを付けます。 

 

 

   

 

   



2. カーネル更新パッケージのインストール 

 

WSL2Linux カーネルの更新ページ（https://aka.ms/wsl2kernel）から、WSL2 用 Linux カーネルプ

ログラムパッケージをダウンロードして、インストールします。 

 

Windows PowerShell を管理者権限で開き、「wsl –set-default-version 2」とコマンド入力します。 

 

＊上記の Linux カーネルをインストールしていない場合にコマンドを入力すると、インストールする

URLを含むメッセージが表示されます 

  

 

 

 

3. Linuxディストリビューション（Ubuntu）のインストール 

 

 次は、Microsoft Storeにて「(ここでは)Ubuntu 20.04 LTS」 をインストールします。 

＊追加で Windows terminal もインストールしておくのがオススメです。 

 

 

 

 



 Ubuntuを起動します。最初の起動には 1,2分かかることもあります。 

はじめにユーザー名とパスワードを設定して、以下のように表示されれば、インストール成功です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. Visual Studio Codeで RemoteWSL拡張機能をインストール 

 

1～3までの手順を実施した後に VSCodeを起動すると、以下の赤枠のポップアップが表示されます。 

このときインストールを選択します。 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

RemoteWSL拡張機能がインストールされることを確認します。 

 


